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住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合
「幸せリーグ」実務者会議講演会

　令和７年度の幸せリーグは、参加自治体 による実務者会議において、「AI・ビッグデータ・IoT・
DX 推進」、「EBPM」、「人口減少」など８つのテーマに分かれ、オンライン会議で意見交換・情報交
換等を行いました。また、実務者への講演会では、令和 6 年 11 月から代表を務める荒川区長 滝口 
学による代表挨拶と、令和７年８月に加盟した一般社団法人しあわせ推進会議　代表理事会長 小川 
雅弘氏 ( 土佐経済同友会 ) が「高知県におけるしあわせ推進活動について」をテーマに幸福度調査を
活用した地域の課題把握や、地域全体の幸福度の向上を目指す組織づくりについて講演しました。
本号では、その講演会の内容をご紹介いたします。

●「幸せリーグ」とは…
　住民の幸福を政策の基本に据えた取り組みをしている、あるいはそうした取り組みを検討してい
る基礎自治体間の、緩やかな連合体です。基礎自治体同士が連携し、意見交換、情報交換等を行う
ことにより、住民が真に幸福を実感できるような地域社会を目指しています。
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幸せリーグ代表　挨拶（要約）

●はじめに
　令和６年１１月に荒川区長に就任いたしま
した滝口学でございます。日頃より幸せリー
グの運営にご協力をいただき誠にありがとう
ございます。幸せリーグは平成 25 年の設立
以来、自治体同士が互いに連携協力して様々
な事業を行ってまいりました。幸せリーグの
実務者の皆様方におかれましては、現在実務
者会議におきまして 様々な行政課題の調査研
究に熱心に取り組まれており、心から敬意を
表しますと共に、深く感謝申し上げます。

●高知県と荒川区のつながり
　本日は令和７年８月に新たに加入された、
一般社団法人しあわせ推進会議の代表小川雅
弘様の講演となります。 高知の桂浜にある坂
本龍馬像の修復を、荒川区の鋳造職人である
菓子満さんが行ったという、そんなご縁もご
ざいます。高知県における取り組みが皆様の
政策形成のヒントになればと祈念しておりま
す。

●さいごに
　引き続き皆様と手を携え、住民の幸福実感
の向上のため、さらに歩みを進めてまいりた
いと考えておりますので、今後ともどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。本日はありがと
うございます。

●鋳造職人 菓子満さんプロフィール
　菓子さんは昭和 12 年（1937）生まれ。
　昭和 37 年、東京藝術大学鋳金部専攻科を
修了後、父が遺した菓子美術鋳金研究所を再
興。日本古来の伝統的な技法である真土 ( ま
ね ) 型鋳造法で、美術工芸品や彫刻などを鋳
造し、鋳型作りから仕上げまでを一貫して行
う。自作のみならず、著名な作家の作品も手
がけた。
　日本鋳金家協会顧問、荒川区顧問を務めた。
平成 20 年度、区指定無形文化財保持者に認
定。 平成 23 年度、卓越した技能者（現代の
名工）の表彰受賞。
　平成 28 年、黄綬褒章受章。
　令和６年、逝去。

■ 幸せリーグ代表

　荒川区長
　滝口 学（たきぐち がく）

▲ 高知の桂浜にある坂本龍馬像
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●はじめに
　一般社団法人しあわせ推進会議は、高知県
で幸福度調査をするための団体として 2019
年につくられました。
　今まで土佐経済同友会というところでＧＫ
Ｈ（Gross Kochi Happiness）、高知県の総
幸福度を調べようということで、荒川区さん
のＧＡＨも参考にさせていただきまして、今
まで 10 回のアンケート調査をさせていただ
きました。

　本年度は、高知県の幸福白書というのも出
させていただきまして、今までの 10 回のア
ンケート調査を総括をさせていただきました。
本日は高知県の幸せの推進をしてきた歩みを
お話ができたらと思いますので、何卒よろし
くお願いいたします。

●自己紹介
　プロフィールにつきましては、1960 年高
知県生まれ、立教大学を卒業して石油会社に
就職し、その後高知県で運送業などを営んで
おりました父の後を継いで高知県で活動をし
てまいりました。現在は、土佐経済同友会の
ＧＫＨ委員会というところの委員長をさせて
いただいたり、また、高知ニュービジネス協
議会というところの代表理事をさせていただ
いたり、しあわせ推進会議の代表理事・会長
を務めさせていただいております。

●幸福度調査を始めたきっかけ
　一番最初に、高知の幸福度アンケート調査
で一番大事な、「あなたは幸せですか？」とい
う質問を聞くようにしています。これは後ほ
ど何でそうなったかというお話をさせていた
だきますが、ここからスタートします。
　高知県がなぜこのＧＫＨの調査を始めたか
というと、土佐経済同友会の中で実はすごく
ショッキングなことがありました。それは、
この 2011 年発行の「日本でいちばん幸せな
県民」という書籍がございまして、その中の
都道府県総幸福度ランキングで実は高知はビ
リから２番でした。その後も、2016 年から
2020 年の幸福度ランキングで３回は連続最
下位でした。高知県はずっと最下位、高知県
民は本当に不幸せなのだろうかという話が土
佐経済同友会の中で起こりました。
　高知県のいろいろな項目の客観指標の中で
言うと、いいのもあるし悪いものもあります

公益財団法人 荒川区自治総合研究所 ニューズレター 
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講講演演「「高高知知県県ににおおけけるるししああわわせせ推推進進活活動動ににつついいてて」」（（要要約約））  

●● 講師 
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小川雅弘（おがわ まさひろ）氏 

一般社団法人しあわせ推進会議 代表理事・会長  

（株式会社ティーエルホールディングス代表取締役・

土佐経済同友会） 

 

講演「高知県におけるしあわせ推進活動について」（要約）
■ 講　師

　  　  小川 雅弘（おがわ まさひろ）　氏
　一般社団法人しあわせ推進会議 代表理事・会長
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 土佐経済同友会）
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が、教員１人当たりの児童・生徒数は１位で
あったりと、いろいろないいところもあるけ
れども、結局、経済指標が悪ければ不幸せな
のかという命題が突きつけられました。
　経済指標などが統計では最下位の項目が多
い。だが、高知県民は不幸せじゃないのでは
ないかということをずっとみんなで議論した
中で、高知県の独自の幸福度指数を導入しよ
うということで、土佐経済同友会で提言をし
たのが始まりであります。

●幸福度調査について
　2012 年から今年まで合計 10 回のアンケー
トをさせていただきました。
９回までのアンケートの指標ですが、約４万
人弱の方がアンケートには答えていただいて
います。
　2024 年の７月には、働く人の幸福度、子
供の幸福の調査を別途行い、高知大学と一緒
に、学術的な共同研究をずっとしてまいりま
した。今年は、先ほど冒頭にお話したとおり、
高知県の幸福白書を高知大学と取りまとめ、
この 10 回のアンケートの総括をさせていた
だいております。

●しあわせ推進会議の設立
　ＧＫＨ、要は、幸福度を推進するための団
体をつくりたいと思いまして、2019 年 10
月３日に一般社団法人としてしあわせ推進会
議が設立をされております。当時は 53 体で
始まりましたが、ＧＫＨのアンケートの内容
の精査をしようということで、現在は高知県
内の全ての市町村、県も入っています。大学
は高知大学、高知工科大学、高知県立大学の
３校に入っていただいています。それから、
商工会議所、経営者協会、中小企業団体中央会、
土佐経済同友会、ニュービジネス協議会、青
年会議所のような経済団体、それから福祉協
議会、老人クラブ、商業高校であったり、Ｎ
ＰＯですが、市民会議であったり、高知の食
を考える会など、いろんな団体、また、農協

さんの信用保証をやっている団体も入ってい
ただいています。マスコミではというと、高
知新聞さん、銀行さん、テレビが入っています。
それから、電力会社であったり、航空会社で
あったり、いろんな団体が入っていただいて
いるというのがしあわせ推進会議になってい
ます。
　しあわせ推進会議の趣旨、目的は「この法
人は、来るべき時代の “ しあわせ ” を考える
機会を設けるとともに、参加メンバーが互い
に交流し、意見を交わし、議論や研究を深め
ることを通じて、個人、企業、社会や地域全
体の “ しあわせ ” の増進を図る事を目的とす
る」という目的の下につくらせていただきま
した。

●しあわせ推進会議の設立
　事業としては、しあわせの学術研究、アン
ケート調査、しあわせ交流、映像の配信です。
以前、熊本県がアプリをつくって幸福度を広
めていこうというのをやっており、見学にも
行かせていただいたので、こういうアプリな
どがあったほうがいいよねという議論の中で、
アプリについても事業計画に入れております。
また、しあわせの啓発活動などもしていきた
いということでの事業になっています。実質
は、運営を 4、5 人でやっている段階なので、
なかなか具体的にこの事業の目的に沿っては
できていないのですが、年に１回のＧＫＨの
アンケート調査を主体的にやっているという
ことになります。

公益財団法人 荒川区自治総合研究所 ニューズレター 
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▲設立総会の様子 

●● しあわせ推進会議の活動 
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　令和元年度の方針になっていますけども、
現在、月に１回土佐経済同友会のＧＫＨ委員
会との合同開催をしておりまして、これまで
ずっとアンケートを実施し、10 月３日の「土
佐の日」にアンケート結果を報告してきまし
た。今年はしあわせ推進サミットというのを
開催させていただいています。
　アプリやしあわせ交流会については、まだ
具体的にはできていませんが、新しい、これ
らの社会問題を解決するような会議体をつく
りたいと思って、第１回目の会議を予定して
おります。
　できたらしあわせアワードみたいなことも
やりたいなと考えており、事業計画に入れて
おります。
　会員につきましては、先ほど言いましたけ
ど、高知県、高知県市長会、それから町村会で、
34 市町村全てしあわせ推進会議に入っても
らいました。今回、幸せリーグへ入会をさせ
ていただきましたので、県単位で全ての市町
村が入っています。このような例はおそらく
無いと思うので、今回、幸せリーグさんの中
でまたいろんな勉強をさせていただきたいな
と考えています。

●ＧＫＨアンケートについて
　今回は、2024 年度のアンケートと 2025
年度のアンケートをご用意しました。2024
年度は記述方式でございまして、質問がとて
も多く、40 いくつあるアンケートになって
います。2025 年度版はウェブ調査だけにし
ていまして、すごく質問項目を減らして、幸
福度の 10 段階だけにしてありますので、そ
の辺の結果も含めて簡単にご説明をさせてい
ただきたいと思います。

● 2024 年度調査結果について
　回答数が 3,439 人になっており、毎年７
月にアンケート調査をさせていただいていま
す。このうちの高知県内が 3,141 人で、県外
が 298 人ということになっています。県外は、

他の同友会にもお願いをし、私の知り合いも
含めて、いろんな方にアンケートをしていた
だこうとなっています。質問票によるアンケー
ト調査でございまして、幸福の実感度並びに
人生満足度、及び健康・福祉、人とのつながり、
子育て・教育、働くこと、暮らし、生活環境、
文化・地域、安心・安全、お住まいの都道府
県などもありますし、特に、次の高知らしさ
というのに割と重きを置いています。幸福度
が大体最下位か最下位から２番目というのは、
客観指標で言うとそのようになりますが、本
来は高知らしさの中で自分たちのすごくいい
ところがあるのではないか。例えば自然環境
にすごく恵まれていることや、通勤時間が短
いことなども入っています。そういったもの
を含めての 10 分野についての各質問項目の
実感度をお伺いしました。

　幸福度の尺度については、主観幸福度の 10
段階の尺度を用いて、10 段階のうちの７から
10 を「幸福」、４から６を「普通」、１から３
を「不幸」に分類しています。人生満足度は
５項目の質問に各７段階の回答を１から７点
までの点数化をし、その総和を最大 35 点、最
小を５点とし、不明・無回答を有効回答数か
ら除いています。各分野の質問に関する幸福
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 会員につきましては、先ほど言いましたけど、
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市町村全てしあわせ推進会議に入ってもらいま

した。今回、幸せリーグへ入会をさせていただ

きましたので、県単位で全ての市町村が入っ

ています。このような例はおそらく無いと思う

ので、今回、幸せリーグさんの中でまたいろん
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●● ＧＫＨアンケートについて 

 今回は、２０２４年度のアンケートと２０２５年度

のアンケートをご用意しました。２０２４年度は記

述方式でございまして、質問がとても多く、４０い

くつあるアンケートになっています。２０２５年度

版はウェブ調査だけにしていまして、すごく質問

項目を減らして、幸福度の１０段階だけにしてあ

りますので、その辺の結果も含めて簡単にご説
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●● ２０２４年度調査結果について 
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質問票によるアンケート調査でございまして、幸

福の実感度並びに人生満足度、及び健康・福祉、

人とのつながり、子育て・教育、働くこと、暮らし、

生活環境、文化・地域、安心・安全、お住まいの

都道府県などもありますし、特に、次の高知らし

さというのに割と重きを置いています。幸福

度が大体最下位か最下位から２番目というのは、

客観指標で言うとそのようになりますが、本来は

高知らしさの中で自分たちのすごくいいとこ

ろがあるのではないか。例えば自然環境にす

ごく恵まれていることや、通勤時間が短いこと

なども入っています。そういったものを含めて

の１０分野についての各質問項目の実感度をお

伺いしました。 

 

図表１ 高知県民総幸福度の指標 

 
 

 幸福度の尺度については、主観幸福度の１０段

階の尺度を用いて、１０段階のうちの７から１０を

「幸福」、４から６を「普通」、１から３を「不幸」に分

類しています。人生満足度は５項目の質問に各

７段階の回答を１から７点までの点数化をし、そ

の総和を最大３５点、最小を５点とし、不明・無回

答を有効回答数から除いています。各分野の質

問に関する幸福実感については、１から５までの

回答について実感度１を１点、２を２点、３を３点、

４を４点、５を５点とし、分からない・無回答を有

▼  図表１　高知県民総幸福度の指標
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実感については、１から５までの回答につい
て実感度１を１点、２を２点、３を３点、４
を４点、５を５点とし、分からない・無回答
を有効回答数から除いているアンケートです。

　10 段階によって、2024 年の幸福度になり
ますが、全体の幸福実感について、平均値は
6.65 でありました。前年度、2023 年が 6.60
ということで、0.05 の微増という結果になっ
ています。それから、３段階区分による幸福
実感につきましては、全体の幸福実感 10 段
階のうち７から 10 を「幸福」、４から６を「普
通」、１から３を「不幸」に区分し、回答者の
57.9％が「幸福」ということになっています。

前年は 55.0％だったので、プラス 2.9％増に
なっています。2023 年比３％の増加となり
ました。「普通」は 34.1％です。ただ、この
2024 年は 8.0％が「不幸」でしたので、２
年連続増加し、過去最も高い結果となりまし
た。多分、物価高などがとても響いているの
ではないかと思われます。

　９回目までアンケートでは、第１回目と第
２回目につきましては、土佐経済同友会だけ
でやりましたので、すごく幸福度が高いです。
それから、３回目、４回目ぐらいまでが、県
民会議というのをつくりまして、幸福指標を
つくろうという県の会議もありましたので、
サンプル数は多い形になっております。５回
目以降が実はしあわせ推進会議も入った形で
のアンケート調査になっています。というこ
とで、６割弱の方々が幸せだと答えていると
いうことになります。

　幸せにとって重要だと思うことの順位は、
上位から見ると、一番大事なのは、「健康・福祉」
と「人とのつながり」というのがすごく大事
だということになります。その後は「働くこと」
出てきまして、その下で「子育て・教育」と「暮
らし」というのがあります。そのほか、「生活
環境」であったり、「安心・安全」というとこ
ろが数字が高くなっていきます「文化・地域」
というところはすごく少なくなっていますし、

「住んでいる地域」や「高知らしさ」も少ない
のかなというようになっています。

　高知の場合には、さっきも言いましたけど、
割と 19 年ぐらいからずっと毎年、さっきの
項目に当てはめて、何が増えて何が減ったか
みたいなのをずっと調査をしてきました。ア
ンケート項目につきまして若干変更はありま
すが、大筋で 2019 年ぐらいから後が同じよ
うなアンケートをしてきた経緯はあります。

　一番私が注視していますのは、「いざという
時に頼れる人が身近にいる」というのがだん
だん減ってきているので、コミュニティの中
で頼れる人が少なくなっているのではないか
なという問題点があると考えています。また、
もう１個重要なのが、「家庭や職場、学校、地
域で、自分の役割がある」、居場所があるとい
うのがすごく幸福度に関係することではない
かなと思っています。

▼ 図表２　2024 年の幸福実感
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効回答数から除いているアンケートです。 

 

 

▲2024 年 GKH アンケート結果 
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に区分し、回答者の５７.９％が「幸福」ということ

になっています。 
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　あと、「働くこと」であったり、「暮らし」
であったり、「自分の余暇の過ごし方に満足し
ている」みたいなところもすごく重要にもなっ
てきますし、「地域に興味・関心がある活動や
行事がある」というところが、コロナ禍以降
やや減っていくという現象があります。「安心・
安全」などもすごく重要ですよね。治安の悪
化みたいなものも若干見受けられるのではな
いかなというふうに考えられます。
　「高知らしさ」というのを、高知の独自の調
査項目として実施しているので、皆さんが調
査をする場合にはその県のいろんな「らしさ」
というものを入れていただいたらいいのでは
ないかなというのがあって、上のほうが、「高
知の食材は、新鮮で美味しい」というのが入っ
ていまして、値が 4.53 と高くなっています。
あと、「高知には絶景や残し続けたい景勝地が
ある」といった質問も入っています。このよ
うに面白いアンケートもしております。
　世帯別、男女別では、一人暮らしの方が幸
福度が低いというのは変わらずの結果なので、
人とのつながりというのがすごく大事だとい
うことになろうかなというふうには思います。
それから、年齢層で言うと、割と 20 歳未満
は高いですけど、20 代、30 代のところがす
ごく低い状況になっています。多分ここが、
子育てのいろんな問題があったり、また、お
金がなくなったりといいますか、そのところ
があって、カーブがすごく低くなって、年齢
がたつごとにだんだん幸福度が上がっていく
という傾向があります。
　職業別で見ると、管理職は幸福度が高いで
す。多分、自分のやりたいこと、裁量権があ
るからだろうねというふうになっていまして。
管理職 71.6％で、次が専業主婦（夫）。その
次が学生さん。その次が現業職。それから、
専門職・技術職という経緯になっております。
　幸福度と職業のクロス集計では、管理職が
幸福度が高いです。女性も同じく管理職が高
くて、次がサービス職ということになってい
ます。それから専業主婦（夫）ということになっ

ております。
　それから、ＵＩＪターンの幸福度というの
がありましてＩターン（出身地ではない土地
へ移ること）の人が一番高いです。それから
Ｊターン（都会から出身地近くに戻ること）、
Ｕターン（出身地へ戻ること）の順です。要
は、県外に行ったことがない人が一番低くな
るので、大学か何かで他の地域に住まれた方
は、自分のところの幸せを感じられる要素を
持っているのかと思います。
　人生満足度につきましては、平均値は 21.6
でした。昨年の平均値は 20.9 なので、若干
幸福度が上がったということになります。

　自然環境と幸福度の関係につきましては、
「身近に（気軽に）自然に接する場所（海、川、
山）があると感じますか」という質問をして
います。おそらく不幸な人は「全く感じない」
みたいなところがあって、幸せな人は「大い
に感じる」というところがすごく出ています。
不幸の人は、自然の美しさも感じないという
ことになっているということなのかと思って
います。
　幸福と感じる人と不幸と感じる人の実感で
差があるかどうかについて、「心身ともに健康
的な生活を送ることができている」というと
ころで、幸福な人と不幸な人との差になって
います。
　日頃から防災や治安について近隣と交流を
していますかというところ、両方とも、幸せ
な人も不幸な人もしていないということなの

▼ 図表３　2024 年の人生満足度
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 あと、「働くこと」であったり、「暮らし」であった

り、「自分の余暇の過ごし方に満足している」み

たいなところもすごく重要にもなってきますし、

「地域に興味・関心がある活動や行事がある」と

いうところが、コロナ禍以降やや減っていくとい

う現象があります。「安心・安全」などもすごく重

要ですよね。治安の悪化みたいなものも若干見

受けられるのではないかなというふうに考えられ

ます。 

 「高知らしさ」というのを、高知の独自の調査項

目として実施しているので、皆さんが調査をする

場合にはその県のいろんな「らしさ」というものを

入れていただいたらいいのではないかなという

のがあって、上のほうが、「高知の食材は、新鮮

で美味しい」というのが入っていまして、値が４.

５３と高くなっています。あと、「高知には絶景や

残し続けたい景勝地がある」といった質問も入っ

ています。このように面白いアンケートもしており

ます。 

 世帯別、男女別では、一人暮らしの方が幸福

度が低いというのは変わらずの結果なので、人

とのつながりというのがすごく大事だということ

になろうかなというふうには思います。 

 それから、年齢層で言うと、割と２０歳未満は高

いですけど、２０代、３０代のところがすごく低い

状況になっています。多分ここが、子育てのいろ

んな問題があったり、また、お金がなくなったりと

いいますか、そのところがあって、カーブがすご

く低くなって、年齢がたつごとにだんだん幸福度

が上がっていくという傾向があります。 

 職業別で見ると、管理職は幸福度が高いです。

多分、自分のやりたいこと、裁量権があるからだ

ろうねというふうになっていまして。管理職７１.

６％で、次が専業主婦（夫）。その次が学生さん。

その次が現業職。それから、専門職・技術職とい

う経緯になっております。 

 幸福度と職業のクロス集計では、管理職が幸

福度が高いです。女性も同じく管理職が高くて、

次がサービス職ということになっています。それ

から専業主婦（夫）ということになっております。 

  それから、ＵＩＪターンの幸福度というのがあり

ましてＩターン（出身地ではない土地へ移ること）

の人が一番高いです。それからＪターン（都会か

ら出身地近くに戻ること）、Ｕターン（出身地へ戻

ること）の順です。要は、県外に行ったことがない

人が一番低くなるので、大学か何かで他の地域

に住まれた方は、自分のところの幸せを感じられ

る要素を持っているのかと思います。 

 人生満足度につきましては、平均値は２１.６で

した。昨年の平均値は２０.９なので、若干幸福度

が上がったということになります。 

図表３ 2024 年の人生満足度 
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で、こういった問題がありますと。地域での
活動（祭りや行事など）に参加していますか
というのもあまり差がないのかなと思います。
それから、災害に対する地域の共同の備えは
十分ですか、災害に対する個人の備えは十分
ですかみたいなところもあまりできていない
ので、このようなことがすごく大事になって
きます。
　「身近に自然に接する場所がある」であった
り、「高知の食材は、新鮮で美味しい」みたい
なのは、幸福な人と不幸な人の差がほとんど
ないということになっております。
　何が幸せにさせているのかということで、
１番が、心身ともに健康的な生活を送ること
ができる。精神的に余裕のある生活を送るこ
とができる。仕事（専業主婦（夫）にとって
の家事を含む）と生活とのバランスが取れて
いる。仕事にやりがいや充実を感じる。生活
水準の程度。体に無理のないゆとりがあるみ
たいなのが幸せの理由みたいなところがあり
ますよね。
　不幸にさせているのが、自分の居場所とか
生活水準みたいなところが、自分が不幸と感
じているのかなとは思います。

　先ほど言いましたけど、私どもは市町村ご
との結果が出ますので、全市町村が１０回同
じアンケートを答えていただいておりますの
で、比較したいわけではありませんが結果
が出ます。結果の分析はさせていただいて、
フィードバックはしていますけども、具体的
には市町村ごとの政策へアンケートを生かし
ていただくことが課題なので、幸せリーグさ
んに入らせていただいて、高知県版の幸せリー
グの中で、それぞれの市町村さんごとの政策
にこのアンケートを生かしていただきたいと
考えております。

● 自由記述欄から見えるしあわせ
　自由記述というのがこのアンケートにはあ
りますので、いくつかご紹介します。

　「アンケートは何度も協力したことがある。
国の二拠点生活推進により、自然豊かで食の
魅力を発信できる高知県は選ばれる地域とな
り、強みになる。その理由として、極端な話、
水と食糧と住居と電力を確保して、ＰＣ１台
で生活ができる」というような意見を述べて
いる 40 代・男性の人がいるということですね。
　それから、同じ方ですが、「川上の林業の整
備をすれば、豪雨災害から一次産業を守るこ
とができる。」とか、「観光関連産業は一次産業、
宿泊、公共交通、物流、災害復興時の土木、医
療関係等から成り立つ。外貨を稼ぐ、生活基
盤維持の観点からも、専門職の人材育成と確
保が必要じゃないか」とか、「次世代を担う子
育て・教育への先行投資が要るのではないか」
などの意見をきちんと述べてくれています。
　同じく、別の方だと思いますが、男性で 40
歳代の方が、「子供の教育に対する投資が不十
分」というようにご自身で言っています。だ
から、「学力の低さが将来所得の低さにつなが
る」と心配してくれているので、このような
意見を頂いています。他にも、「教育に費用が
かかり過ぎる」などが言われていますね。
　それからまた、高知の場合は仕事が少ない
という意見があります。郡部（市ではない町
村区域）のほうで働いて収入がもらえるよう
な仕事をつくってほしいというようなことが
あります。未来への希望の話が出てくるので、
少子化の中で担い手がいなくなっていくとい
うこともあるので、このような意見を言って
くれる人もいるということです。地震の話で
は、南海トラフ地震が高知の場合には多いの
で、地震対策についてのご意見も頂いており
ます。
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▲アンケート内の自由記述欄 

「アンケートは何度も協力したことがある。国

の二拠点生活推進により、自然豊かで食の魅力

を発信できる高知県は選ばれる地域となり、強

みになる。その理由として、極端な話、水と食糧

と住居と電力を確保して、ＰＣ１台で生活ができ

る」というような意見を述べている４０代・男性の

人がいるということですね。 

 それから、同じ方ですが、「川上の林業の整備

をすれば、豪雨災害から一次産業を守ることが

できる。」とか、「観光関連産業は一次産業、宿泊、

公共交通、物流、災害復興時の土木、医療関係

等から成り立つ。外貨を稼ぐ、生活基盤維持の

観点からも、専門職の人材育成と確保が必要じ

ゃないか」とか、「次世代を担う子育て・教育への

先行投資が要るのではないか」などの意見をき

ちんと述べてくれています。 

 同じく、別の方だと思いますが、男性で４０歳代

の方が、「子供の教育に対する投資が不十分」と

いうようにご自身で言っています。だから、「学力

の低さが将来所得の低さにつながる」と心配して

くれているので、このような意見を頂いています。

他にも、「教育に費用がかかり過ぎる」などが言

われていますね。 

 それからまた、高知の場合は仕事が少ないと

いう意見があります。郡部（市ではない町村区域）

のほうで働いて収入がもらえるような仕事をつく

ってほしいというようなことがあります。未来へ

の希望の話が出てくるので、少子化の中で担い

手がいなくなっていくということもあるので、この

ような意見を言ってくれる人もいるということで

す。地震の話では、南海トラフ地震が高知の場

合には多いので、地震対策についてのご意見も

頂いております。 

▲ アンケート内の自由記述欄
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　それから同じく、「郡部の医療が全く整って
いません。それが整えば今のところで十分に
幸せに暮らせると思います」という意見があ
りました。多分、皆さんの地域はどうか分か
りませんが、高知県の場合には郡部の医療体
制が脆弱になっていまして、県立病院なども
産科がなくなっているということで、お子さ
んを産むのに郡部では産みづらいという意見
などが出ています。だから、「高知に残りたい
と思える生活基盤ができるように、これから
の若者たちにしてあげてほしい。」と書いてい
ます。
　「少子化対策も大事だけど、まず、出産する
病院がなくては、女性は安心して妊娠できま
せん。陣痛は突然始まるのに、病院まで時間
がかかるようでは躊躇します。病気ではない
けれど、命をかけて産むので」という意見も
言ってくれています。こういったことも知事
にもお話ししました。他には、「職場も大事で
す。個人的には、働けるうちはいいけど、年
金だけじゃ暮らせないし、子供に迷惑かけた
くないので、長生きはしたくないというか、
できない。不安だけです」。これは本当の率直
な意見です。それから、母子家庭への支援が
少ないことや、物価高と低賃金ですね。他には、
人口減少と空き家などです。問題は山ほどあ
るということになっております。

　高知の場合は、「初対面でも気兼ねなく話し
かけてくれる人がたくさんいること、おいし
いご飯が食べられること、自然も買物をする
場所もあること」、このような幸せを言ってく
れています。
　「大阪からのＵターンを経験し、物にあふ
れた生活より、シンプルで自然豊かな生活の
ほうが幸せだと感じた」ということですよね。
高知は海・川・山、これが地元の最大の魅力
ということで、自然の恵みや食の恵みを享受
できることに幸せを感じられるという意見も
あります。
　他には、「短い通勤時間や少ない残業など、

家族との時間が多いことが幸せにつながって
います」という意見を頂いていまして、実際
幸福度が上がっている中で、家族との団らん
の時間が持てているというのが書いてあるの
で、実感として起こっていると考えています。
　「都会で数年暮らしてみて思ったのは、スー
パーで買う全ての食材がおいしくないこと」
と書いていますね。「飲食店で食材が新鮮でな
いこと。新しいこと、楽しい場所がたくさん
あるけど、給料が高いけど、日々の食事に満
足できないと心身ともに疲れていくと感じた。
きれいな自然とおいしいご飯のある土地で子
育てがしたいと思い、Ｕターンしました」と
いう意見です。

　それから、「隠れた貧困やヤングケアラー、
老老介護、一人暮らしの高齢者、様々な問題
に触れることが多い。サポートを必要として
も手を挙げられない人たちも安心して暮らせ
る社会に変わっていってほしい」という、切
実な意見もきちんと述べていただいています。
　「幸せの形も人それぞれだと思います。ただ、
一定のタイミングから外れると、結婚したい
と思っていても、高知にいるとなかなか難し
いと感じることが多いです」と書いています。

「結婚を希望している人たちが効率的に出会っ
たり、つながったりすることで、その希望が
かなえられるようになるとよいなと感じてい
ます。これからはもっとそういう気持ちを性
別にかかわらずオープンにしていく必要があ
るかもしれません」という意見もあります。
　他には、 「人と人とのつながりで幸せかどう
かは感じることができると思います」という
ことで、「いかに自分の周りの人たちが笑顔で
過ごされているか、相手への気遣い、コミュ
ニケーションが私は大事だと思います」とい
う意見もあります。あとは、障害のある方が
生きやすいように環境を整えてほしいという
ことを言われています。お金がないと幸せを
感じる余裕がないということを言う人もいま
すね。
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　他にも、「高齢者の集いの場が限られている、
孤立している方も見受けられる」というよう
なことや、「高齢者の一人暮らしの者は、家の
近くにいろいろ教えてくれる集会所が欲しい」
と書いています。それで、子ども食堂はある
けど、老人食堂はないよねということで、子
ども食堂をやってくれている人が、老人食堂
を始めました」という意見もありましたので、
意見を言ってくれると、またそういう場がで
きる。他人と接する場所が欲しいということ
ですよね。

　山ほどありますが、私は幸福度調査をして
思うのは、みんなが幸福度を考え直してくれ
ているきっかけになっているので、幸福は考
えれば考えるほど幸せ度が上がるんじゃない
かという仮説を持っています。なので、ＧＫ
Ｈアンケートをすることが、幸福度が上がる
１つの手だてであって、一人一人が自分の幸
せを考えてもらえることが一番大切ではない
かと思っています。みんなそれぞれの自分の
幸せをいつも考えていただくことが一番いい
のではないかなというように考えております。

● 2025 年度調査結果
　今年の 2025 年のアンケートを簡単にご紹
介します。実は石破前内閣総理大臣の所信表
明の中で、総合的な幸福度・満足度の指標を
策定し、一人一人が豊かで幸せな社会の構築
を目指すことを打ち出したということなので、
今回、しあわせサミットの中で石破さんをお
迎えしたかったんですが、ご挨拶状だけ頂き
ましたので、ご紹介もさせていただきました。

　今年は 2,206 人、ウェブだけのアンケート
になっておりまして、すごく簡単な調査になっ
ています。高知県内では 2,156 人が答えてく
ださっています。
　どうなったかというと、実は回答者が若い
人が増えて高齢者が減り、幸福度が上がって
しまったということになっています。

　主観要素と幸福に影響する実感について、
「健康・福祉」「人とのつながり」「働くこと」
みたいなのが上位に来ているということに
なっています。

　回答は 65.0％が「幸福」と言って、昨年よ
りか 7.1％と大幅に増加になったということ
ですね。今度、5.9％が「不幸」になって、不
幸もすごく減ったということになっています。

　もう１個、10 年後が幸せかどうかを聞き
ました。10 年後の幸福実感を問うたところ、
中高位の実感度が下がって、平均が 6.72 と
なったというんですね。現在は 6.97 だった
のですが、ちょっと減りました。将来につい
て楽観的に考えていないことがうかがえると
書いてあります。
　20 歳代の人については、すごく未来が明
るいみたいな、20 歳未満の学生さんが 10 年
後はすごく上がっているので、10 年後すごく
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トをすることが、幸福度が上がる１つの手だて

であって、一人一人が自分の幸せを考えても

らえることが一番大切ではないかと思ってい

ます。みんなそれぞれの自分の幸せをいつも

考えていただくことが一番いいのではないか

なというように考えております。 

  

●● ２０２５年度調査結果 

 今年の２０２５年のアンケートを簡単にご紹介し

ます。実は石破前内閣総理大臣の所信表明の

中で、総合的な幸福度・満足度の指標を策定し、

一人一人が豊かで幸せな社会の構築を目指す

ことを打ち出したということなので、今回、しあわ

せサミットの中で石破さんをお迎えしたかったん

ですが、ご挨拶状だけ頂きましたので、ご紹介も

させていただきました。 

 

 今年は２,２０６人、ウェブだけのアンケートにな

っておりまして、すごく簡単な調査になっていま

す。高知県内では２,１５６人が答えてくださって

います。 

 

▲202５年 GKH アンケート結果 

 

 どうなったかというと、実は回答者が若い人が

増えて高齢者が減り、幸福度が上がってしまっ

たということになっています。 

 主観要素と幸福に影響する実感について、「健

康・福祉」「人とのつながり」「働くこと」みたいな

のが上位に来ているということになっています。 

図表４ 2025 年の幸福実感 

  

回答は６５.０％が「幸福」と言って、昨年よりか 

７.１％と大幅に増加になったということですね。

今度、５.９％が「不幸」になって、不幸もすごく減

ったということになっています。 

 

 もう１個、１０年後が幸せかどうかを聞きました。

１０年後の幸福実感を問うたところ、中高位の実

感度が下がって、平均が６.７２となったというん

ですね。現在は６.９７だったのですが、ちょっと減

りました。将来について楽観的に考えていないこ

とがうかがえると書いてあります。 

 ２０歳代の人については、すごく未来が明るい

みたいな、２０歳未満の学生さんが１０年後はす

ごく上がっているので、１０年後すごく幸福感を

▲ 2025 年 GKH アンケート結果

▼ 図表４ 　2025 年の幸福実感
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他にも、「高齢者の集いの場が限られている、

孤立している方も見受けられる」というようなこ

とや、「高齢者の一人暮らしの者は、家の近くに

いろいろ教えてくれる集会所が欲しい」と書いて
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るきっかけになっているので、幸福は考えれば

考えるほど幸せ度が上がるんじゃないかとい

う仮説を持っています。なので、ＧＫＨアンケー
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であって、一人一人が自分の幸せを考えても

らえることが一番大切ではないかと思ってい

ます。みんなそれぞれの自分の幸せをいつも

考えていただくことが一番いいのではないか

なというように考えております。 

  

●● ２０２５年度調査結果 

 今年の２０２５年のアンケートを簡単にご紹介し

ます。実は石破前内閣総理大臣の所信表明の

中で、総合的な幸福度・満足度の指標を策定し、

一人一人が豊かで幸せな社会の構築を目指す

ことを打ち出したということなので、今回、しあわ

せサミットの中で石破さんをお迎えしたかったん

ですが、ご挨拶状だけ頂きましたので、ご紹介も

させていただきました。 

 

 今年は２,２０６人、ウェブだけのアンケートにな

っておりまして、すごく簡単な調査になっていま

す。高知県内では２,１５６人が答えてくださって

います。 

 

▲202５年 GKH アンケート結果 

 

 どうなったかというと、実は回答者が若い人が

増えて高齢者が減り、幸福度が上がってしまっ

たということになっています。 

 主観要素と幸福に影響する実感について、「健

康・福祉」「人とのつながり」「働くこと」みたいな

のが上位に来ているということになっています。 

図表４ 2025 年の幸福実感 

  

回答は６５.０％が「幸福」と言って、昨年よりか 

７.１％と大幅に増加になったということですね。

今度、５.９％が「不幸」になって、不幸もすごく減

ったということになっています。 

 

 もう１個、１０年後が幸せかどうかを聞きました。

１０年後の幸福実感を問うたところ、中高位の実

感度が下がって、平均が６.７２となったというん

ですね。現在は６.９７だったのですが、ちょっと減

りました。将来について楽観的に考えていないこ

とがうかがえると書いてあります。 

 ２０歳代の人については、すごく未来が明るい

みたいな、２０歳未満の学生さんが１０年後はす

ごく上がっているので、１０年後すごく幸福感を
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幸福感を持っているということなので、これ
はすごくいいことだねという話になって。若
い人のアンケートを中心にせないかんねとい
うようなことをちょっとみんなで相談をしま
した。
　10 回の全部のアンケート調査について、最
後の１０回目が 2,206 人の結果、65％が幸
福だというふうに、高知で暮らして幸せとい
う方がいらっしゃるということで、最後、去
年が 57.9％なので、すごくここが上がったと
いうことになっています。

　職業別も相変わらず管理職が高いというこ
とになりますが、驚いたのが、農林水産業の
人がなぜか 100％みんな幸せやと言ったの
で、これはどうしてかがちょっと分かりませ
ん。ウェブでやったほうが幸せ度が上がるの
かみたいな仮説を今は立てています。
　女性も管理職の幸せ度が高いということで
す。その次は専業主婦（夫）になりましたと
いうことでございます。

　年収についても調査しているので、今回、
年収と幸福度の比較表を作りました。100 万
未満というのは多分学生さんになると思いま
す。それから、100 万から 300 万がカーブ
曲線です。学説では 850 万から 1,000 万以
上になったら幸福度は変わらないということ
ですけど、うちの場合は収入が上がれば上が
るほど幸福度が上がっているから、どうした
ことやろうねという話があったりしました。
女性のほうは、お金に関係なく幸福度は一定
やということが分かっています。
　年収と職業の差みたいなのもありますし、
人生満足度につきましては 21.7％になってい
ます。

● 高知県幸福白書
　高知県幸福白書の概要ということで、高知
大学の先生から預かったものですけど、「本白
書は、これまでのＧＫＨの歩みと成果を整理

し、今後の地域づくりの指針として活用いた
だけるように編さんしました。
　「高知県版ウェルビーイング」社会の実現に
向けて、世代や組織を超えた連携を促し、地
域の幸福度を最大限に高めていくための実践
的な知見を共有することを目的としています。

「あなたはしあわせですか？」という問いが、
私たち一人ひとりの暮らしと地域の未来を照
らす一助になることを目指します」というこ
とで、この幸福白書につきましては、またゆっ
くり読んでいただければと思います。
　この中で、地域で幸せをテーマにした対話
の場をつくろうという提案がありまして、そ
れが僕が言う会議体のことですけど、このよ
うな地域で幸せを語る時間を「幸せの活動量」
とし、まちの地域づくりの指標とすることを
提案します。「幸せの活動量」が多いとまちづ
くりも活発になると言えるのではないでしょ
うかということで考えております。

　今までの問題点は、物価高・税金高、賃金
が安い、仕事がない・会社がない、医療機関
が閉鎖、産科機関が閉鎖、公共交通機関の脆
弱化、老人が集うところがない、コミュニティ
の崩壊、少子化、未来に希望が持てない、貧
困問題、若者の県外流出、南海トラフ地震、
子育ての手助け、孤立化、政治や社会情勢の

公益財団法人 荒川区自治総合研究所 ニューズレター 
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持っているということなので、これはすごくいい

ことだねという話になって。若い人のアンケート

を中心にせないかんねというようなことをちょっ

とみんなで相談をしました。 

 １０回の全部のアンケート調査について、最後

の１０回目が２,２０６人の結果、６５％が幸福だと

いうふうに、高知で暮らして幸せという方がいら

っしゃるということで、最後、去年が５７.９％なの

で、すごくここが上がったということになっていま

す。 

  

 職業別も相変わらず管理職が高いということ

になりますが、驚いたのが、農林水産業の人がな

ぜか１００％みんな幸せやと言ったので、これはど

うしてかがちょっと分かりません。ウェブでやった

ほうが幸せ度が上がるのかみたいな仮説を今は

立てています。 

女性も管理職の幸せ度が高いということです。

その次は専業主婦（夫）になりましたということで

ございます。 

  

 年収についても調査しているので、今回、年収

と幸福度の比較表を作りました。１００万未満とい

うのは多分学生さんになると思います。それから、

１００万から３００万がカーブ曲線です。学説では

８５０万から１,０００万以上になったら幸福度は変

わらんということですけど、うちの場合は収入が

上がれば上がるほど幸福度が上がっているから、

どうしたことやろうねという話があったりしました。

女性のほうは、お金に関係なく幸福度は一定や

ということが分かっています。 

 年収と職業の差みたいなのもありますし、人生

満足度につきましては２１.７％になっています。 

 

●● 高知県幸福白書 

高知県幸福白書の概要ということで、高知大

学の先生から預かったものですけど、「本白書は、

これまでのＧＫＨの歩みと成果を整理し、今後の

地域づくりの指針として活用いただけるように編

さんしました。 

 

▲高知県幸福白書 

 「高知県版ウェルビーイング」社会の実現に向

けて、世代や組織を超えた連携を促し、地域の

幸福度を最大限に高めていくための実践的な知

見を共有することを目的としています。「あなた

はしあわせですか？」という問いが、私たち一人

ひとりの暮らしと地域の未来を照らす一助にな

ることを目指します」ということで、この幸福白書

につきましては、またゆっくり読んでいただけれ

ばと思います。 

この中で、地域で幸せをテーマにした対話の

場をつくろうという提案がありまして、それが僕

が言う会議体のことですけど、このような地域

で幸せを語る時間を「幸せの活動量」とし、ま

ちの地域づくりの指標とすることを提案しま

す。「幸せの活動量」が多いとまちづくりも活発

になると言えるのではないでしょうかという

ことで考えております。 

 

 今までの問題点は、物価高・税金高、賃金が安

い、仕事がない・会社がない、医療機関が閉鎖、

産科機関が閉鎖、公共交通機関の脆弱化、老人

が集うところがない、コミュニティの崩壊、少子

化、未来に希望が持てない、貧困問題、若者の

県外流出、南海トラフ地震、子育ての手助け、孤

▲ 高知県幸福白書
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不安です。
　解決策としては５つくらい考えており、そ
れは、①いざというときに頼れる人が身近に
いると感じることができる。②家族との団ら
んがある。③心身ともに健康的な生活を送る
ことができている。④自分の居場所がある。
⑤信頼できる病院や気軽に相談できるところ
があることです。今後私どもとしては、社会
問題を解決できるようさらに進めていきたい
と考えています。

● おわりに
　最後になりますが、仮説として、「幸せは、
考えれば考えるだけ幸福度が上がる」と思っ
ておりますので、皆さんの市町村でもぜひア
ンケートをしていただいて、一人一人が自分
の幸せに気づいていただけることが幸福度が

上がることではないかという仮説を持ってお
りますので、これが私どもの最後の結論になっ
ています。
　最後に「「高知県版しあわせリーグ」の発足
宣言」を読ませていただいて終わりたいと思
います。
　「一般社団法人しあわせ推進会議は、志を同
じくする高知県下３４自治体とともに、１０
年にわたるＧＫＨアンケートの結果を糧とし、
相互に学び合い高め合うことを通じて、誰も
が幸福を実感できるあたたかい地域社会を手
を携えて築いていくことを目指して、『高知県
版しあわせリーグ』の発足を本日ここに宣言
する。」
　どうもありがとうございました。

• 荒川区民総幸福度（GAH）に関する調査研究
　「住み続けたいと思うまち」をテーマに関連する GAH 指標の相関係数等を調べて、荒川区の明
るい未来の実現に向けた調査分析を進めました。

• ＥＢＰＭ・データ利活用に関する研究
　EBPM・データ利活用を推進し、荒川区の政策立案の一助となるために、荒川区職員を対象と
した研修動画を配信しました。また主任 1 年目研修、入区２年目研修を行い、データ利活用や政
策立案能力向上のためのグループワークを行いました。

• 荒川区人口推計に関する研究
　2050 年までの荒川区の総人口等の推計について、各所属と調整しながら研究を行い、今後の
荒川区における政策立案等に関する基礎資料とするための分析を進め報告書にまとめました。

• 地域コミュニティを支える組織、団体等に関する研究
　先行研究の整理を進め、荒川区内の地域で活動する団体の長や区の所管部署へのアンケート調
査やヒアリング等を行い、組織として抱えている課題や区との関わり等の実態を分析しました。

•Well － being に関する研究
　Well-being に関する先行研究の調査や、有識者へのインタビューを行い調査研究を進めました。

ＲＩＬＡＣの令和 7 年度の主な研究
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立化、政治や社会情勢の不安です。 

 解決策としては５つくらい考えており、それ

は、①いざというときに頼れる人が身近にい

ると感じることができる。②家族との団らんが

ある。③心身ともに健康的な生活を送ること

ができている。④自分の居場所がある。⑤信頼

できる病院や気軽に相談できるところがある

ことです。今後私どもとしては、社会問題を解決

できるようさらに進めていきたいと考えています。 

 

●● おわりに 

最後になりますが、仮説として、「幸せは、考え

れば考えるだけ幸福度が上がる」と思っており

ますので、皆さんの市町村でもぜひアンケートを

していただいて、一人一人が自分の幸せに気づ

いていただけることが幸福度が上がることでは

ないかという仮説を持っておりますので、これが

私どもの最後の結論になっています。 

 最後に「「高知県版しあわせリーグ」の発足宣

言」を読ませていただいて終わりたいと思います。 

 「一般社団法人しあわせ推進会議は、志を同

じくする高知県下３４自治体とともに、１０年に

わたるＧＫＨアンケートの結果を糧とし、相互

に学び合い高め合うことを通じて、誰もが幸福

を実感できるあたたかい地域社会を手を携え

て築いていくことを目指して、『高知県版しあ

わせリーグ』の発足を本日ここに宣言する」。 

 どうもありがとうございました。 

 

  

令令和和７７年年度度のの主主なな研研究究  
 
・荒川区民総幸福度（GAH）に関する調査研究  

「住み続けたいと思うまち」をテーマに関連する GAH指標の相関係数等を調べて、荒川区の明る

い未来の実現に向けた調査分析を進めました。 

・ＥＢＰＭ・データ利活用に関する研究  

 EBPM・データ利活用を推進し、荒川区の政策立案の一助となるために、荒川区職員を対象とした

研修動画を配信しました。また主任 1年目研修、入区２年目研修を行い、データ利活用や政策立案

能力向上のためのグループワークを行いました。 

・荒川区人口推計に関する研究 

２０５０年までの荒川区の総人口等の推計について、各所属と調整しながら研究を行い、今後の

荒川区における政策立案等に関する基礎資料とするための分析を進め報告書にまとめました。 

・地域コミュニティを支える組織、団体等に関する研究 

 先行研究の整理を進め、荒川区内の地域で活動する団体の長や区の所管部署へのアンケート調査

やヒアリング等を行い、組織として抱えている課題や区との関わり等の実態を分析しました。 

・Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇに関する研究 

Wel l-beingに関する先行研究の調査や、有識者へのインタビューを行い調査研究を進めました。 
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立化、政治や社会情勢の不安です。 

 解決策としては５つくらい考えており、それ

は、①いざというときに頼れる人が身近にい

ると感じることができる。②家族との団らんが

ある。③心身ともに健康的な生活を送ること

ができている。④自分の居場所がある。⑤信頼

できる病院や気軽に相談できるところがある

ことです。今後私どもとしては、社会問題を解決

できるようさらに進めていきたいと考えています。 

 

●● おわりに 

最後になりますが、仮説として、「幸せは、考え

れば考えるだけ幸福度が上がる」と思っており

ますので、皆さんの市町村でもぜひアンケートを

していただいて、一人一人が自分の幸せに気づ

いていただけることが幸福度が上がることでは

ないかという仮説を持っておりますので、これが

私どもの最後の結論になっています。 

 最後に「「高知県版しあわせリーグ」の発足宣

言」を読ませていただいて終わりたいと思います。 

 「一般社団法人しあわせ推進会議は、志を同

じくする高知県下３４自治体とともに、１０年に

わたるＧＫＨアンケートの結果を糧とし、相互

に学び合い高め合うことを通じて、誰もが幸福

を実感できるあたたかい地域社会を手を携え

て築いていくことを目指して、『高知県版しあ

わせリーグ』の発足を本日ここに宣言する」。 

 どうもありがとうございました。 

 

  

令令和和７７年年度度のの主主なな研研究究  
 
・荒川区民総幸福度（GAH）に関する調査研究  

「住み続けたいと思うまち」をテーマに関連する GAH指標の相関係数等を調べて、荒川区の明る

い未来の実現に向けた調査分析を進めました。 

・ＥＢＰＭ・データ利活用に関する研究  

 EBPM・データ利活用を推進し、荒川区の政策立案の一助となるために、荒川区職員を対象とした

研修動画を配信しました。また主任 1年目研修、入区２年目研修を行い、データ利活用や政策立案

能力向上のためのグループワークを行いました。 

・荒川区人口推計に関する研究 

２０５０年までの荒川区の総人口等の推計について、各所属と調整しながら研究を行い、今後の

荒川区における政策立案等に関する基礎資料とするための分析を進め報告書にまとめました。 

・地域コミュニティを支える組織、団体等に関する研究 

 先行研究の整理を進め、荒川区内の地域で活動する団体の長や区の所管部署へのアンケート調査

やヒアリング等を行い、組織として抱えている課題や区との関わり等の実態を分析しました。 

・Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇに関する研究 

Wel l-beingに関する先行研究の調査や、有識者へのインタビューを行い調査研究を進めました。 
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